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 『人間らしさの探求』講演記録 第 1 回 
人間らしさの進化と発達 
―感情と社会性を中心にー 
遠藤 利彦* 
遠藤：本日はお招きにいただきまして、ありがとうございました。遠藤と申します。 
 ４回連続の講座の第１回目ということで、大変緊張しておりますが、私のほうからは「人
間らしさの進化と発達」という、こういうテーマをいただきましたので、特に今日は、感
情、人の感情、喜んだり悲しんだり、怖がったり、そういう感情ということ。 
 それから社会性。よく保育とか子育てに関して、あるいは教育の現場では、子どもの社
会性をどういうように育てたらいいのだろうか、いろいろな形で問題にされるテーマだと
思います。その感情と社会性を中心に、人間らしさというのは何なんだろうかなというこ
とについて、皆さんと一緒に考えていければいいなというように思っております。 
 ちょっと自己紹介なのですが、ご存じの方もいらっしゃると思います。スヌーピーが出
てくるマンガに『ピーナッツ』というのがありますが、そのマンガの主要な登場人物の一
人に、ライナスという尐年がいます。ルーシーというちょっとおてんばなお姉さんがいて、
そのルーシーというお姉さんにいじめられては、いつも毛布を取り出して自分のことをな
ぐさめているというのが、このライナスという尐年なわけです。 
これは世界的には「ライナスの毛布」ということで知られているのですが、小さい赤ち
ゃんの中には、タオルやこういう毛布、あるいは柔らかいぬいぐるみのようなものを持っ
て離さなくなるようなお子さんがいるということが知られています。 
 もともと自分はこういうものに関心を持っていたということではないのですが、ちょう
ど私が小学校の高学年の時、男の子のいとこがおりまして、そのいとこがあと数カ月で小
学校へ上がるという時期に、うちのおばがこれについて非常に悩んでいたという記憶があ
るんですね。 
 それはどういうことで悩んでいたかと言うと、その自分のいとこがボロボロの真っ黒に
なって、しかも異臭を発して、ほかの人はとても近寄りたくないようなタオルを持って離
さない。しかし、おばは、小学校に上がったらさすがに恥ずかしいだろうということで、
何とか離させたい、そこでおばはいろいろと考えて、毎日半分ずつ切っていくということ
したんです。その後、明日が小学校の入学式というとき、これぐらいの小ささになって、
ようやく離すことができたといったエピソードがあったのですが、大学になって授業でこ
のライナスの毛布の話を聞いたときに、そのことをすごく鮮明に思い出したのです。 
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そして、何でこういうものを持つお子さんと、持たないお子さんがいるのだろうかとい
うことに関心を持つようになり、さらにその関心の延長で、親子関係や子育て、それから
親子関係の中で子どもがどういうように発達するのか、特に社会性や感情の側面で発達す
るのかということにも興味を抱くようになりました。 
 そのようなきっかけで、私は、発達心理学というような研究領域に入り込んできたわけ
ですが、この発達心理学の中でも、人間らしさをというものをどういうように考えればい
いか、いろいろな立場があると思います。 
 そんな中で今日は、人間らしさを支えるものの中核の一つとして、高度な社会性という
ものを取り上げ、具体的にお話していきたいと思います。社会性とは、簡単に言ってしま
えば、人とつながる力のことです。人と関係を持つ力です。そういうように考えていただ
ければいいと思いますが、その高度な社会性、決して一人では生きられないし、生きよう
ともしないし、誰かとつながって生きようとするのが人間の本質かもしれない。その高度
な社会性というようなものを今日は考えていきたいと思います。そして、さらにこの社会
性をつむいでいるものとして、感情というものについても尐し考えていきたいと思います。 
 社会性とは何かということを最初にお話をさせていただきたいのですが、ちょっと英語
で申し訳ないのですが、社会性を辞書で引くと、一番初めに出てくるのは、ソーシャリテ
ィ（sociality）という言葉かと思います。それから時々ソーシャルネイチャ （ーsocial nature）
という言葉が当てられていることもあります。しかし、実は例えば保育の現場や子育ての
現場で、子どもの社会性をどう育てるかというように言ったときの社会性はもしかすると、
このソーシャリティやソーシャルネイチャーというものに当る言葉ではないかもしれない。 
 実のところ、ソーシャリティやソーシャルネイチャーというのは、これはハチやアリや、
これは人間もそうなのですけれども、集団をなして生活する生き物の性質一般に対して使
う言葉です。しかし、子どもに社会性を育てたいというときは、もしかしたら、この下の
ソーシャルコンピテンス（social competence）あるいはソシオ・エモーショナルコンピテ
ンスを指して言っていると考えてよいかもしれません。これは、人との関係をどういうよ
うに作り上げるのか、そのときにどのように自分の感情を表わしたり、あるいはそれをう
まくコントロールしたりできるのか、そこにかかわる様々な力のようなものを総称する言
葉と受け止めていただいていいかと思います。より具体的には、人が生涯にわたって他者
との関係をどれぐらい円滑に送ることができるか、そういう円滑な対人関係及び適応的で
幸せな社会生活を営んでいく上で、必要となる能力、知識、技術、スキル。それから、つ
いこういう場面でこのように感じてしまう。人がころんでいると、人ごととは思えなくな
って、すごくかわいそうになって、自分も痛いような気持ちになってすぐ手を差しのべて
しまいたくなるというような、感情の傾向。そういうものを全部ひっくるめて社会性とい
うように考えておいていただいていいかなと思います。一般的に心理学の中では共感性、
思いやり、道徳性、協調性、あるいは普段の人と人とのコミュニケーションのようなとこ
ろで問題にされるものです。 
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 今日は、最初に、高度に社会的な性質をもった生き物としての人間について話をした上
で、その後に、一人一人の子どもが身に付けるべきものとしての社会的な力、人との関係
というものを作り、維持していくための力についても考えていければと思っています。 
 今日は、この社会性という問題を、どういう角度から考えていけばいいのか、いろいろ
迷ったのですが、人の子どもっぽさという観点から、この社会性の問題を尐し考えてみた
いと思っています。ここでは、その子どもっぽさということを三つぐらいの観点から考え
ようと思います。一つは人の赤ちゃんの子どもっぽさ、つまりはとてもか弱くて他者依存
的であるという点。二つ目は、赤ちゃんの時代を脱してからも人は独り立ちできずに、長
く子どもっぽくあり続け、親の庇護のもとで生きざるを得ないという点。そして、三つ目
は、人の場合、子どもの時期だけが子どもっぽいわけではなくて、大人になってからも生
涯を通してすごく子どもっぽい特徴を残したままの生き物であるという点です。 
まずは人の赤ちゃんのか弱さについてですが、生理的早産という言葉があります。これ
は 50 年以上も前に提唱されていた考え方なのですが、実のところ、生物一般では、進化が
進めば進むほど、お母さんのお腹の中に長く胎児を置いておいて、できるだけその胎児を
完成体に近い状態にしてから産むようになってきたと言われています。例えば馬の赤ちゃ
んを考えていただくと、馬の赤ちゃんというのは、すごく難産ということで知られていま
す。なぜ、難産かというと、馬の場合、できるだけ完成体に近い状態にまで大きく胎児を
お腹の中で育てて、それから出産するという特徴があるからです。テレビなどで見たこと
があるかもしれませんが、馬の赤ちゃんはかなり大きく生まれてくる。そして、生まれて
すぐに自分の足で立つことができ、また自分の口で草を食べることができ、もう既にかな
り自律的な生活能力を備えています。あれなどは進化が進んだ妊娠および出産のかたちだ
と言えるでしょう。 
 しかし、人間はどうでしょうか。いろいろな考え方がありますけれども、人間というの
は、一番かどうかわかりませんが、最も進化が進んだ生き物の一種だと言えるような気が
します。でも、進化が進んだ生き物でありながら、胎児をお腹の中にできるだけ長くとど
めておいて完成体に近い状態になってから産むという性質を持っているかと言うと、全然
そうではありません。ある生物学者がはじき出した計算によると、本来、人の赤ちゃんと
いうのは、お母さんのお腹の中に 2 年くらいいてもおかしくないのだそうです。けれども、
実際はその半分以下で生まれてきます。なぜ半分以下で生まれてこざるをえなかったか。
その点が重要なわけですが、そこには胎児形成と出産リスクのトレードオフという問題が
あるのです。本来ならば、赤ちゃんをできるだけ完成体に近い状態までちゃんとお腹の中
で育てたい。だけど、おなかの中であまりにも大きくしてしまうと、赤ちゃんは自然分娩
では産まれてこられなくなってしまう可能性がある。 
 これには、人の二足歩行が関係していると言われています。四つ足ではなくて、二本足
で歩行するのに関係して、骨盤の構造に変化が生まれた。骨の構造が変わると、今度は赤
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ちゃんが生まれてくる産道という、その通路が狭くなってしまう。その狭い通路をすごく
大きくなった赤ちゃんは当然通ってこられなくなってしまいますよね。つまり、大きくな
りすぎて産まれてこられなくなったら大変だ。だから未熟でもしょうがないから、この段
階で産んでしまおうという選択がなされた可能性があるということです。 
人の赤ちゃんの未熟さ、いろいろありますが、まずハイハイができない。身体移動能力
はないに等しい。それから自分で何か物を取って食べることができないのはもちろん、お
母さんのおっぱいを手に持って自分で口に持っていくことができない。サルなどは実はで
きます。サルの子どもはお母さんの背中におんぶして、背中から手を伸ばして、サルのお
母さんのひょろ長いおっぱいをつかみ、口に持っていって自分で飲むことができる。だけ
ど人間の赤ちゃんというのは、お母さんにおっぱいを差し出してもらえない限り、栄養を
取ることができません。それから、体温維持の未熟さもあります。人の赤ちゃんは裸ん坊
で生まれてくる。裸ん坊ですから、体温は、何にもされないで放っておかれるとあっとい
う間に下がってしまいます。特に大人と違って、生まれたばかりの赤ちゃんはブルブル震
えることができない。大人は寒いときブルブル震えて、それで熱を作って、それで何とか
体温を維持できているところがあるのですけれども、赤ちゃんはそれができないので、放
っておかれると２時間で３度ぐらい体温が低下してしまうと言われています。 
 ほかにもいろいろ未熟なところがあるのですけれども、人の赤ちゃんはこうしたか弱さ
を持っていますので、誰かに世話をしてもらえない限りは、決して生き延びていけない。
ましてや大きく育っていくこともできない。この絶対的な他者依存性というのは、非常に
大きい人間の赤ちゃんの特徴になっているわけです。 
 それでありながら、これはまたちょっと後でも尐しお話しますが、人間の赤ちゃんは体
重がすごく重い。未熟なわりに体重がすごく多い。ちなみにゴリラの赤ちゃんというのは、
生まれたときに平均して 1,900 グラムぐらいあると言われています。人間の赤ちゃんとい
うのは平均してどれぐらいか。これは人種差など、いろいろあるのでしょうが、一説では
3,300 グラムぐらいではないかと言われています。つまり、ゴリラの赤ちゃんは人の赤ちゃ
んの約３分の２以下ぐらいの軽さで生まれてくることになります。それでいながらゴリラ
の赤ちゃんは人間の赤ちゃんよりも成熟した状態で生まれる。逆に人間の赤ちゃんという
のは、未熟な上に重いわけで、これは何を意味しているかと言うと、すごく子育てが大変
ということを意味している。自分では何もできないし、だけど何もできないのだけれども、
体が重いから養育者にとってその赤ちゃんを持って移動するようなことは、すごく大変な
ことであるわけです。このように、人間の赤ちゃんというのは、非常に手のかかる存在。
もっと言うと、人との関係というものを前提にして初めて大きくなれる存在。そこに実は、
それこそ社会性というものの根源が存在しているような気がします。人とつながってこそ
初めて人間の赤ちゃんは大きく健やかに育つことができる。 
 赤ちゃんの時代を終えた後も、人間の子どもというのは、長く親の世話を受けないと大
きく一人前になっていけないという事情を抱えています。尐し難しいのですが、異時性と
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いう言葉があります。これは、生涯の中で、乳児期とか、幼児期とか、児童期とか、それ
ぞれの時期がだいたいどれくらいから始まり、どれくらい続くのかということの、生物種
による違いを問題にする考え方です。例えばチンパンジーは、人間に一番近いと言われて
いるわけですが、チンパンジーは、幼児期、この場合の幼児期というのは、おっぱいを吸
って大きくなる時期のことなのですが、それがだいたい５年～６年ぐらいと言われていま
す。人の場合はどうかというと、今はだいぶ文明化して、生活形態が変わってきたのです
が、もともとの生き物としての人においては、３年ぐらいが幼児期だったようです。だか
ら幼児期で比べると、チンパンジーも人間の幼児期のほうが短いことになります。 
 この幼児期が終わって、自分でちゃんと物を食べることができて、そして自分で歩くこ
とができて、そこそこのことができるようになるわけですが、そこから思春期に至るまで
の時間、これを通常、子ども期と言います。人の場合、この子ども期がとても長い。チン
パンジーは長い幼児期の後、短い子ども期があって、あっという間に思春期が来て大人に
なってしまう。つまりは子どもが作り生める身体にしてしまうのですけれども、人間の場
合は、３年ぐらいの幼児期があって、その後、10 年以上は子ども期が続くことになります。
人の子どもは、自分でいろいろなことができても、だけどやはりお父さんお母さんにちゃ
んとご飯を与えてもらわない限り、あるいは家庭の中でちゃんと保護してもらえない限り、
あるいはいろいろなことを教えてもらえない限り大きくなっていけない存在なのです。 
 そうすると、人の場合は、赤ちゃんの時代だけではなくて、その後も含めてずっと親に
世話をされなければいけない。だから長い時間、人においては、親子関係というのが際立
って重要なものになっていると考えることができるような気がします。 
 なぜこの子ども期が延長したのか、いろいろなことが言われています。それこそ一つは、
長い時間をかけて学習する必要があるからだという考え方。例えば昔々の人間というのは
どうやって生きていたかと言うと、狩猟をしたり採集をしたりして、食糧を得て生きてき
たわけですが、例えば採集、どれぐらいの季節に、どこにどんな実がなっているか、こう
いうものをちゃんと知識として蓄えていくことが必要になる。あるいは狩りをするという
ことに関しても、どのようにしたら自分よりも大きい、そして鋭い牙を持った獲物を倒す
ことができるのか。これに関しても相当な知識や技術を獲得し、また身体もしっかりと鍛
えなくてはならない。それから餌や木の実を採ってきたとすれば、今度は他の人たちとそ
れをどう分けたらいいのか、そんなところにも知恵を使う必要があるでしょう。 
 実は、身体的にも、それから心の側面においても、トレーニングをされない限り一人で
はとてもそういう採集や狩猟などはできない。誰かに教えてもらわない限りは決して一人
前になれない。だから、そのために子ども期、教育される時間が必要になったという考え
方が一つはあるわけです。 
 もう一つの考え方は脳拘束説。この「こうそく」というのは、いわゆる脳梗塞の「こう
そく」ではありません。制約がかかるという意味での「こうそく」です。さっき、人の赤
ちゃんは未熟な割にすごく重いということを言ったわけですが、なぜ重いかと言うと、皮
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下脂肪がすごく多いからです。なぜ皮下脂肪が多くならざるを得なかったのか。未熟な状
態で生まれてくるということは、脳もまたすごく未熟な状態で生まれてくるということに
他なりません。実は人間の赤ちゃんの脳というのは、平均 375 グラムぐらいと言われてい
ます。これは大人の脳のどれぐらいかと言うと、だいたい４分の１前後くらいと言えるか
と思います。つまり、大人になるまでに、人間の赤ちゃんは、300％近く脳を大きくしてい
かないといけないということになります。 
 大人の場合、脳は、重さだけで考えると体重の何％を占めるかと言うと、だいたい２％
から３％の間で、そんなに重いものではないのです。しかし、体重で言うとそれくらいに
過ぎないものが、１日に採る食べ物――食べ物からエネルギーを採っているわけですが―
―エネルギーの何％ぐらいを消費しているかと言うと、何にもしなくても脳みそは 25％ぐ
らい消費しています。重さで言うと 2.5％ぐらいでしかない脳みそが、人が１日の採るエネ
ルギーの 25％を消費しています。これが赤ちゃんになるともっとすごいことになります。
赤ちゃんは、１日に採るエネルギーの 65％ぐらいを脳に費やさないといけない。そうする
と当然、多くの栄養が必要になってくる。しかし、今のように食糧があふれている時代で
はなくて、それこそ狩猟や採集ということで、もしかすると今日餌が採れないかもしれな
い、そういうようなことが日常茶飯事で、そうした時代のことを考えると、実はお母さん
のほうは、子どもに対してちゃんとおっぱいをやり続けるために、まずはお母さん自身が
その栄養をどこかに蓄える必要がある。そのために、どうも人間のお母さんは皮下脂肪が
とても多くなっているらしいです。しかし、もしそのお母さんからおっぱいをもらえなく
なったら、今度は子ども自身がその飢餓状態に対して耐えなくてはならない。それで人間
の赤ちゃんは唯一蓄積できるエネルギーである脂肪をたくさん備えて生まれてくる。 
 話を戻すと、赤ちゃんのその大食らいの脳、エネルギーをとにかく多く消費する脳に優
先的に栄養を回すためには、どこかを犠牲にしないといけません。つまりは、脳以外の身
体の発達を犠牲にしなければならない状況が生じてしまったということです。人の子ども
期が長いのは、エネルギーが優先的に脳に回される結果、他の身体部位に回される栄養分
が相対的に減り、それでゆっくりと時間をかけて成長せざるを得なくなったからというの
が、脳拘束説という考え方です。 
 どちらが正しいかは別にして、ここで注目しておいていいのは、人間の子どもは、赤ち
ゃんの時はもちろん、その後も十数年にわたって、ずっと手がかかるということです。こ
の手がかかってしょうがないという事情が、人という生き物に非常に特異な子育てや家族
関係というものが生まれる背景になったのではないかという考え方もあります。 
 人の生物としてのもともとの男女関係や家族関係がどのようなものなのかということに
ついてはいろいろと議論があります。例えばゴリラというのは、ハーレム型といって、１
頭の雄の周りに複数の雌が集団をなして、そしてその中で子どもができて生活をします。
人間で言うとあまりいい言葉ではないのですが、一夫多妻制というようなものがゴリラで
は一般的と言われています。チンパンジーはどうかと言うと、チンパンジーは繁殖期や発
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情期と呼ばれる特定の期間に、そこで雄と雌が何回も違う個体同士で結びつきを持ちます。
こういう言葉を言うのは何ですが、人で言うと乱婚制、特定の雄雌の関係というのがない
のがチンパンジーの特徴で、だからチンパンジーの場合、子どもにとってはその存在が確
実なお母さんだけが、子育てをすることになります。 
 それに対して人はどうなのでしょうか。もともとはゴリラっぽい生活の形態だったので
はないか、あるいはチンパンジーっぽい生活の形態だったのではないか、いろいろと考え
方はあるようですが、しかし最近は多くの研究者が、尐なくとも現代に近づくほど、特定
の男の人と特定の女の人が結びつき、長くずっとパートナーシップ、いわゆる夫婦関係を
持ち続けるように進化してきたのではないかと考えるようになってきているようです。 
 なぜそういうようになったのかと言うと、それこそ子育ての負担の大きさがとても関係
している。お母さん一人だけではとても子どもを育てることができません。誰か支えてく
れる人がどうしても必要になります。そのときに一番の候補になる存在というのは、当然
その子どもの遺伝子を与えてくれたお父さんということになる。そうすると、男性と女性
が夫婦関係を持って、その中で生まれてくる子どもというのは、そのお父さんにとっても、
チンパンジーなどと違って確実に自分の子だということがわかるわけです。だから、自分
の遺伝子をちゃんと分け持ったこの子どもに対してたくさんいろいろしてあげようという
気持ちがわく。そして、そういう中で人間の子どもは育てられるようになります。特定の
男性と女性、雄と雌が長きにわたってずっと一緒に生き続けるという生き物も――ほかに
もいるのですけれども――生物学的に言うとかなり珍しいのです。 
最近は、実は、父親だけでは足りなかったのかもしれないというようなことも言われ始
めています。これも大真面目な仮説なのですが、祖母仮説、おばあちゃん仮説。これはど
ういうことかと言うと、自分自身で子どもを産まなくなった雌が、生きていくということ
のメリットというのは、ほかの生き物においては、ほとんど認められない。だから実は、
ほかの生き物においては、自分自身が子どもを産めなくなったということイコール死だっ
たのです。しかし、人の場合は、女性が、自分自身で子どもを産めなくなってからも、か
なり長い時間生き続ける。一般的に、閉経後の人生はすごく長いわけです。では、こうい
う特別な事情というのがなぜ生じてきたのだろうか。どうもこれもやはり、人間の子ども
にはすごく手がかかるということと関係しているらしいのです。父親だけがヘルパーやサ
ポーターになっても、それでもまだ赤ちゃんの発達というのは保証されなくて、誰かもっ
とほかにもそれを支えてくれる人が必要になる。おばあちゃんにとって、当然、孫はちゃ
んと自分の遺伝子を分け持った存在。だから、おばあちゃんというのは、自分で子どもを
産まなくなっても、間接的な意味では自分自身の遺伝子を分け持った孫に対していろいろ
と投資をするメリットがあります。また、自分の子どもの出産や子育てを手助けして、よ
り多くの孫を持ち、確実に育て上げることができれば、生物学的にはとても意味あること
と言えるのではないでしょうか。 
 さらに、それでももしかしたら足りなかったのではないかと言う人たちもいて、要する
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に生き物としての人というのは、元来集団子育てだったかもしれません。親戚（しんせき）
縁者・血縁関係が中心にはなりますけれども、その隣近所の人なども含めて、もしかした
ら集団で子育てというものを一緒にやってきた可能性があるというのです。 
 そんなことを言っている研究者の中に『マザーネイチャー』という本を書いたハーディ
さんという女性の生物学者がいます。この人が、いろいろな研究をして、あるいはいまだ
に原始的な生活を営んでいるようないろいろな部族のこの子育てみたいなものを観察しな
がら、もともとのまだあまり文明化されていない段階の人というのは、みんなで子育てを
していた可能性があるということ。だから、今でも、社会的なサポート、子育てをするお
父さんやお母さんというのが周りの人から心理的な意味で、あるいは物質的な意味で、い
ろいろなサポート（支え）をもらっていないと育児の質がすごく落ちるというようなこと
が世界各地のいろいろな研究の中から明らかになっています。もっと言えば、われわれが
誰かから助けてもらえるということを前提にして子育てをしているような生き物なのだけ
れども、しかし、そういう性質を持った中で、そういうような支えが与えられなくなると、
すごく子育てというところにマイナスの影響が出てしまうのではないか、この人はそのよ
うなことを言っているわけです。 
 いずれにしてもここで申し上げたいことというのは、いろいろな人に囲まれて、お母さ
ん、お父さん、そしておばあさん、もちろんおじいさんも、こういう血縁、さらにはそれ
だけではなくて、広くいろいろな大人の人に囲まれて子どもというのは大きくなります。 
自分が子どもでなくなった段階では、今度は自分が子どもを持って、その子どもの世話を
します。一生涯、される立場であっても、する立場でも、子育てというものから切り離さ
れることは、人間の場合はほとんどないと言えるでしょう。人という生き物は、まさに親
子関係、夫婦関係、家族関係というのが際立って重要な生き物なのです。 
 それと、もう一つの観点は、生涯を通しての子どもっぽさ。これは概要の中でちょっと
書かせていただいたのですが、小さいころに生まれたばかりの自分のいとこ、さっきお話
したいとこですが、見たときに本当にサルと同じのように思えてすごくショックでした。
それを通して、人の赤ちゃんとサルやチンパンジーの赤ちゃんはとても似ているなという
ことを思ったのです。と同時に、いろいろと動物園などに通うようになって、サル山に行
ってサルを見る。そうすると、子ザルには、かわいくて、かわいくてしょうがなくて、と
ても共感するのですが、大人のサルはなぜか憎たらしいとずっと思っていました。すごく
兇暴だし、思いやりもないというように思えてしまうということがある。そこで思ったの
は、子どもの頃は、チンパンジー、サル、人、すごく似ているのに、大人になるとずいぶ
んと違ってくる。もっと言えば、人は大人になっても、他の生き物ほど、子どもの頃とあ
まり変わらないのではないかということです。つまり、人は大人になってもなお、子ども
っぽいということです。 
 実は、多くの生物学者も、学問的な意味で、人の大人が、子どもっぽい特徴を生涯持ち
続けるのではないかという考え方をしています。それを時々、幼形進化と言ったり、幼形
Mar. 2010 人間らしさの進化と発達 37 
成熟と言ったりします。例えば、これはウーパールーパーと一般的に言われているアホロ
ートル。サンショウウオの仲間です。メキシコ辺りに住んでいるサンショウウオの中には、
幼いころの特徴をそのまま残して大人になってしまう。そういう生き物の種がいるという
ことが知られています。言ってしまえば、オタマジャクシがカエルになってならずに、オ
タマジャクシのまま大人になる、そういう感じです。人の場合も、そこまでではなくても、
やはり子どものままの特徴をずっと残した状態で大人になることがあるのではないか。 
 では、なぜこういうような事情が生じてきたのでしょうか。これにもいろいろな議論が
あります。実は、人間はなぜこれぐらい高い知性、心の働きを身に付けるようになったの
かということに関して、人の狩猟ということを重く見る立場があります。小さくて弱い存
在であった人間が、大形の獣などの狩りをして、餌にするということと、知性の進化とい
うことが深く関係しているのではないかというのです。つまり、狩りをするために高度な
頭の働きが必要になったというのです。確かに狩りをするためには、精巧な道具を作った
り、高度な戦略を練ったりすることが必要で、そのために知恵があることが有利に働いた
ということには説得力があるように思えます。 
しかし最近はちょっと強調点で変わってきていて、狩りをする側の視点よりも、むしろ
狩られる側の視点から、心の進化を考えるようになってきているように思います。実はさ
っきも申し上げたように、人間はすごくたくさんの皮下脂肪を蓄えています。しかも人間
の赤ちゃんなどは、その上に自分では動くことができない。そういうことを考えると、ほ
かの動物にとっては、人間ほど栄養価が高く、しかも弱い、言ってみれば格好の餌食はな
いのです。では、このように食べられる立場にあって、なぜ人の心や知性というのが進化
してきたのか。もし食べられるという危険性が日常的に存在しているとしたら、普通に考
えられる進化のシナリオというのは、逃げるために足が速くなる、あるいはちょっとやそ
っとじゃそういう獣に負けないための鋭い爪や牙というものを備えるように進化するとい
うようなものであるような気がするわけです。でも、実態は、その真逆だったわけですね。
先ほど申し上げたように、むしろどんどん子どもっぽくなって、強くて素早く動けるのと
はほど遠い状態になってしまった。身体を強くするという方向ではなくて、むしろ弱くす
る方向に進化が進んでしまった。食べられる危険性が目の前に差し迫っているにもかかわ
らず、弱くなる方向に進化していったという逆説がここにはあります。なぜなのでしょう。
一人の人間の強さというような単位で考えたときに、確かに身体的な攻撃力、あるいは自
分の身を守る力、これはどんどん弱くなってきた。だけど、進化において必要だったのは、
その子どものように弱い身体ではなくて、むしろ子どもっぽい心だったのかもしれない。
子どものままでいるということは、実は心理的な攻撃性や警戒性を弱くさせる方向に進化
が進んだということをも意味している可能性があるということです。実はちっちゃい子ど
もというのは、じゃれあって、そしてけんかするけれども、すぐまた仲良くなって、割合
容易に人との関係を作ることができる性質を備えていると言えるでしょう。 
 一般的にほかの生き物を考えたときに、大人になるということがどういうことを意味し
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ているかと言うと、どんどんこの警戒心、警戒性というものを強めていく。そして、攻撃
性を強めていく。しかし、どうも人においては、子どもっぽい状態でそのまま大人になっ
てしまうがゆえに、子どもっぽい心としてのその攻撃性や警戒心が弱いという特徴がずっ
と維持されたままになる。何が言いたいのかと言うと、まさにこの子どもっぽい心という
ものにすごく進化論的な意味があったかもしれない。もっと言うと、人と容易に仲良くな
れる、関係を作れる、そういう性質を人間は優先したのかもしれない。自分一人の身体の
強さよりも、それよりも他人と仲良くやれる、協力できる、一緒に群れをなして生活でき
るという、そちらの性質をどうも優先したのではないかという、そういう考え方があるの
です。子どもっぽい心の強みとは、言いかえると群れをなす力です。単体として、一人一
人の強さよりも、集団としての強さを選択した。どんなに強いライオンでもたくさんで群
れをなした人の集団を襲ってくるケースはほとんどあり得ないでしょう。集団でいれば、
誰かが目ざとくそういう獣を発見したら、みんなに教えて、みんなで防御の体制を取る。
そして、集団で協力して自分たちを守ります。結局、群れで一緒に行動することによって、
確かに一人一人は弱くても、一人一人で自分を守るよりも、はるかに効率的な安全保障の
方法を人間は見付けたらしいのです。 
 人というのはどうも、かつて 150 人ぐらいの規模をなして生活をしていたのではないか
という考え方もあります。それくらい大きな群れをなして生活をすることによって基本的
に人間は、この地球上において最も適応してきたのだと考えることができるかもしれませ
ん。結局のところ、群れをなすことという自体が実は社会性そのものなのです。誰かと一
緒にいて、それで安心できる。誰かと一緒に協力して何かをする。そして自分も守られる
し、相手のことも守ってあげられる。そういうまさに社会性を強めるというような中で人
というのは、これだけの適応というものを地球上で遂げてきた可能性があるのです。 
 前半の話をまとめると、最初の赤ちゃんあるいはその後も含めてとても子どもっぽいと
いう話、これはどちらかと言うと血縁的な絆。親子とか家族、あるいは血を分けた親戚（し
んせき）みたいな人たちの中で子どもは大きくなる。もうその段階でいろいろな大人、あ
るいは大人だけではなくて、いろいろな仲間などとの関係を持って、子どもというのは生
活する。まさに社会性というものがそこで育まれていく可能性があるということ。あとの
方の話は、血縁というところを離れても、やはり、たくさんの人と一緒に群れをなして生
活し行動することが、高度に安全をまもるうえでとても重要で、人の大人になってもなお
子どもっぽいという特徴は、そのための心の仕組みが進化してきた可能性があるというこ
とでした。ちょっと難しかったかもしれませんが、人の子どもっぽさということが、いろ
いろな意味で、人の社会性ということと密接につながっていく可能性がありますよという
ことを、ちょっとだけ頭の片隅に置いていただければいいかなと思います。この後は、10
分ほどお休みをいただいてから、では、その社会性というものを支えるものとして、人の
感情というものを考えてみたいと思います。 
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では、後半のお話をさせていただきたいと思います。前半は人の子どもっぽさという点
から人という存在は、元来、社会的な生き物だという話をさせていただいたわけですが、
後半は、社会性を高度に維持・実現するために、私たち人にはどのような心の仕組みが備
わっているのか、それを特に感情という視点から考えてみたいと思います。 
 このスクリーンには、社会性を紡ぐ感情とあるわけですが、これは実は、アダム・スミ
スという、あの有名な『国富論』を書いた人が言っている言葉です。アダム・スミスが、
ある著作の中で、人の喜び、怒り、悲しみ、恐れ、そうした感情というのは、社会性とい
う織物を織り合わせている、１本１本の糸だという言い方をしている。『国富論』というの
は経済学の本で、それこそアダム・スミスという人は経済学の祖と言われた人なわけです
が、なぜ心理学の話をしているこの今に、この人の話をするのかと、ちょっと不思議に思
われる方もいらっしゃると思います。『国富論』の中に出てくるすごく有名な言葉に「神の
見えざる手」というのがあります。これはどういう考え方かと言うと、とにかく一人一人
が自分の気持ちに従って利益を追求していけば、結果的にそこでうまく競争が働いて世の
中全体の経済というのがほどよく回っていくのですよというものです。言い換えれば、自
由放任主義、経済に関しては政府なんかが介入しないで個人に自由にやらせておけばいい
のだという考え、これが古典的な経済学ということになるのですけれど。ここで何を話し
たいのかと言うと、「神の見えざる手」というのはいったい何なのということです。この考
えを最初に聞いたときに、ごくごく素朴に、本当にわれわれ一人一人が、利己的な欲求に
かられて、とにかく自分のもうけ第一主義のように活動していって、何で世の中がうまく
行くのかとすごく不思議に思ったことがあります。 
 アダム・スミスは、『国富論』という本を書く前に、実はもう一冊、とても重要な著作で
ある『道徳感情論』という本も書いているんですね。これは、道徳性というものが理性、
頭で人がこうすべきだというような理性や知性といったものによって成り立っているので
はなく、つい人が困っているのを見るとかわいそうだと思って同情や共感をしてしまう、
あるいは人前で自分が何かルールを破ってしまったときに恥ずかしいと思ってしまう、そ
うした感情によって成り立っているのではないかということを書いた本です。それこそ人
というのは、他の人に共感したり同情したりしてしまう存在だし、また、他の人からは自
分が共感されたり、同情されたいと思っている存在なのだ。実は、この感情というような
ものに従って行動することで結果的にわれわれは、人との関係を円滑に保って集団生活と
いうものをちゃんとしていくことができるというような内容。 
 先ほどの『国富論』の「神の見えざる手」との関連で言えば、アダム・スミスは、「人に
は感情というものの働きがあって、自分があまりにもずるいことしてもうけてしまったら、
何てことしてしまったんだ、すまないというような罪悪感などを覚えて、ちょっと利己的
な利益追求に自分で歯止めをかけるようなことを自然にしてしまったり、困った人にはか
わいそうだと感じて自分のもうけを分け与えてしまったりと、そういう感情というものを
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持っているからこそ、実は世の中全体がうまく回っていくんですよ」というようなことを
この人は言っているわけなんです。『国富論』の考え方と、『道徳感情論』でアダム・スミ
スが書いていることを結び合わせると、よく人の社会性や感情というものの本質がわかっ
てくるような気がします。 
 でも、実は、このように「感情にはちゃんとした働きがあります。われわれはちゃんと
感情というものがあるからこそ他人に対して道徳的にふるまっていられるのですよ」とい
うようなことを言った研究者というのは、歴史の中ではそう多くないのです。歴史の中で
の一般的な感情についての考え方は何かと言うと、例えば古代ギリシャ・ローマの時代に
は、パッション VS. リーズン、パッション（熱情、情熱、感情）とリーズン（理性）を対
立的な構図で考えていました。皆さんもご存じのプラトンという人は、人の魂というのは、
２頭の性質の異なる馬車馬にひかれた存在だという言い方をしています。１頭は、すごく
醜い悍馬（かんば）、暴れ馬、もう１頭は端正で美しい姿形をした賢馬、かしこい馬、何を
言っているかというのはすぐおわかりだと思いますが、１頭のほうは感情という暴れ馬、
もう１頭のほうは理性でいう賢い馬、この性質の異なる心の働きに引き裂かれるようにし
て引っ張られているのが人間の魂だというのです。 
 「人間のあるべき姿というのは、極力その暴れ馬のほうの感情をちゃんと制御して、正
しい声を発する賢馬のほうの理性に従っていくことですよ」ということを、プラトンとい
う人は言った。この後、このプラトンに従ったいろいろな考え方が出てくるわけですが、
その一つにローマ時代のストア哲学があります。ストア哲学はもともとストイシズムとい
うのですが、それに関連した言葉に、日常われわれがよく使うストイックというのがあり
ます。ストイックというのは、禁欲的とか、これは感情を排したという意味ですよね。こ
の言葉が象徴しているように、感情って危ないものだから、とにかくそれから解放されて
生きるのが重要なんだという考え方が長く私たち人間の歴史を支配していたと言えるよう
な気がします。心理学や教育学でもこのプラトン的な考え方の影響はとても強い。 
 確かに、感情にまつわる苦い思い出はいっぱいありますよね。あのときもう尐し冷静だ
ったらと、すごく後悔することがいっぱいあると思う。それこそ感情というのは人になか
ったらどんなにいいのにと思わせるようなこともかなりあると思います。また、子どもが
怒ったり、怖がったり、何か感情的になって、へまをしたり、そそうをしたりすると、周
りの大人は「もっと落ち着いて」「頭冷やして」と子どもに対して言うわけです。あれはま
さに感情というのは、人に何をさせてしまうかわからない。すごく破壊的なところがある。
予測がつかないところがある。だから、できるだけ早く子どもが感情の世界から抜け出て、
もっと言えば動物的な要素を減らして、理性の世界へ入って、人間的な要素を拡大してい
けるようしてあげるのが重要だということになる。こういう考えが、子どものしつけや教
育の中でも力を持ってきたのではないでしょうか。 
 しかし、最近はこういう考え方がだいぶ見直されてきています。というのは、先ほど申
し上げたように、アダム・スミスが言っていたように、「人は感情をちゃんと経験して、そ
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れを表わせるからこそ、うまく人とつながって、世の中が平和に回っていくところがある
のだ」。だとすれば、この感情をうまく使えることがむしろ大切なのではないかという考え
方が徐々に広まってきているのです。われわれの感情の中には、人が頭でいくら考えても
考えつかないような非常に重要な役割が存在している。だとしたら、それをうまく使って
いくことがむしろ人の幸せにつながることではないかというような考え方がされるように
なってきました。アダム・スミスとほぼ同時代に活躍した哲学者にヒュームという人がい
るのですが、その人も、人間、どんなに理性的に振舞っても、どんなに知性的に振舞って
も、最後の最後は感情なんじゃないかというようなことを言っています。この人は「理性
は感情の奴隷でしかない」という言葉を残しているのですが、「最後の最後、自分はこれを
するという意思決定をしたり、これから自分はこういうようにものごとをしていくのだと
いう計画を立てたりするときには、必ず感情というようなものに従うことになるというの
です。やはり嫌なことはできないし、やはり自分がしたくて、したくてしょうがないもの
は、どっかでそれを実現的にしようと人はするものだ。だからそれを否定してもしょうが
ないのではないか、といったことをヒュームは言っていた。 
 そうすると、あまり理性と感情というものを対立的に考えるのではなくて、両方が織物
のように編み込まれたものと考えた方がいい。実は最近は、それこそ、感情を欠いた知性
や理性は役に立たないということがいろいろな研究を通して言われるようになってきてい
ます。どんなに IQ が高くても、感情の部分が希薄になったり、おかしくなったりすると、
日常生活の中でうまく行動できなくなるということが現にわかってきているんです。時間
がないので、ここでは深入りはしませんが、重要なところかと思います。 
ここでちょっと話を換えて、感情の特に社会性にかかわるところをお話したいと思いま
す。感情にはいろいろな働きがあることが研究されてきているわけですが、その一つに感
情のコミュニケーション機能というのがあります。 
 これはいろいろな表情の写真です。これはアメリカ人の表情です。これを使って実験を
した人にエクマンという研究者がいます。今も活躍している人で、最近は、人のうそをど
うしたら見破ることができるか、ビジネス場面でどうやって表情を操作したらほかの人に
訴えることができるか、といったかなり実践的な研究をしていますが、もともとこの人は、
今からもう 40 年ぐらい前になりますけれども、世界各地のいろいろな人たちに、例えば、
昔すごく仲良かった友達が久々に自分を尋ねてきてくれる、そんなときに人はどんな表情
をするものでしょうか、みたいなことを聞く実験をしていました。日本人なんかももちろ
ん実験に参加しています。 
この人は、ニューギニアのフォレ族という、当時、まだ発見されてから 10 年にもたって
いないような人たちにもこういう調査をしました。なぜかと言うと、フォレ族の人たちは、
ほかの文化の人に１回も会ったことがない。１回も会ったことがないから相互に学習する、
あそこの部族の人はこんな顔をする人たちなのだという学習する機会がまったくないこと
になります。初めて異文化の人を見る。この人たちにも、やはりこのアメリカ人の写真を
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使って実験しました。いろいろな話を聞かせて、「こんな時、どんな顔をします」というこ
とを大人と子ども両方に聞きました。そうすると大人も子どもも、それぞれの話にちゃん
と合った表情を選択することができたんですね。 
 ここで、重要なことは、学習や経験によらずに、われわれ人間が、たとえ民族や文化が
違っていたとしても共通に、表情というものを認識することができるということです。も
っと言うと、人という生き物には、同じ表情を作ったり、それを解読したり、認識したり
する力が生まれつき備わっている可能性が高いということ。ちなみに、エクマンは、フォ
レ族の人たちの写真を今度はアメリカの大学生などに見せて、その大学生がちゃんとその
表情を認識できたということも確認しています。そういう意味からすると、顔の表情とい
うのは、それこそ世界共通の言語であると考えてもいいのかもしれません。表情というも
のをとおしてわれわれは、他の人が今、何を感じているのかについて知り、コミュケーシ
ョンすることができる。 
 もしかしたらお読みになったことがあるかもしれない、オリバー・サックスという人が
書いた本に『妻を帽子とまちがえた男』というのがあります。まさにこのタイトルのとお
り自分の奥さんを帽子と間違えて奥さんを頭にかぶろうとした人がいたということなので
すが、この本の中の 1 章に「大統領の演説」という失語症の患者さんを取り上げた章があ
るんです。失語症には２種類ある。言葉がしゃべれなくなるほうの失語症と、言葉を聞い
てわからなくなるほうの失語症。実は、「大統領の演説」という章に書かれているのは、言
葉を聞いてその意味がわからなくなるほうの、専門的には感覚性の失語症と呼ばれる患者
についてです。その人たちが入院している病棟でテレビがかかっていて、そこではたまた
ま大統領の演説が流れていた。それを見ていたその失語症の患者さんたちが、同じタイミ
ングでどっと笑ったというエピソードがそこには書かれている。 
 オリバー・サックスは何に注目したかというと、言葉はわからないはずなのに、なぜみ
んなが同じところで声を上げて笑ったのかということです。確かに、言葉の意味は伝わっ
ていない。しかし、この人たちは表情というものを読み取る力、あるいは声に込められた
いろいろな感情の調子――われわれはイントネーションを付けたり、アクセント付けたり
微妙な間合いをとったりして、言葉にもいろいろな感情を込めるわけですが――そういう
ところの読み取りの力は壊れていない。だから、テレビに映った大統領の表情や声に込め
られた感情的な調子を読み取り、反応してしまったんだというのです。 
 われわれは、言葉というものだけをコミュニケーションの重要な手段とみなしがちなの
だけれども、そうではないかもしれない。オリバー・サックスは、同じ章の中で緑内障で
目が見えなくなって、しかも音感失認症といって、言葉に込められた感情的な調子という
ものがわからなくなってしまった患者さんのことも書いている。その人は、他人の表情を
見ることができない。声の感情的な調子も理解できない。だけどその人は、非常に言葉の
才能を持った人で、言葉でのコミュニケーションには何ら支障がない。しかし、その人は、
どんな話を聞いても全然それに感動しなくなり、日常生活全体に味気なさを感じるように
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なってしまったというようなことが書かれているんですね。 
 何が言いたいかと言うと、声に表れた感情あるいは顔に出た感情、これらはまさに人と
人をつなぐ非常に重要なコミュニケーションのツールとしてあるということです。 
 
 ちょっと時間がないのですが、ここでもう一つ、感情の長期的な関係調整機能というこ
とについてお話しておきたいと思います。それはどういうことかというと、今ここでとい
う観点からみると、感情というのは確かに人にいろいろな失敗をさせてしまうものかもし
れない。非合理的な行動をたくさんさせてしまうものかもしれない。だけど、長い目で見
ると、もしかしたら、その人の幸せにかなった行動をさせていると考えることもできるの
ではないか、そんな話です。 
 これは自分が作ったちょっとばからしい話なのですが、「人のいい友達が、あなたがひど
くおなかが空いていることを察して、自分のお弁当からたくさんおかずやご飯を分けてく
れる。見るとその人の弁当箱はみるみるうちに半分近くまで減っているではないか。そん
なとき、あなたはそれでもまだまだその人の好意に甘えて、もっと食べようとするか」と
いうようなことを考えてみる。おそらく、大概の人は、たとえ友達は全部食べていいよと
言ってくれているけれども、友達が食べる分がなくなっちゃうじゃないかと思い始め、そ
こで、もらい過ぎてしまった、すまないというように罪悪感を持つのではないかと思いま
す。たとえ、まだおなかが満たされていなくても、「もういいよおなかいっばい」と言うの
ではないでしょうか。これはどういうことかと言うと、まだまだ取れそうなのに、自分の
利益、もっと食べられるという機会をあえて遠ざけてしまう。自分の利益に歯止めを掛け
てしまう。こういうように考えることができます。 
 もしかすると、罪悪感だけではなく、「ありがとう」という感謝の気持ちも感じるかもし
れません。そして、お小遣いを貯めて今度は絶対自分のほうがあいつにおごってやろうと
いうようにお返しをしようといった感謝という感情を持つ。これは何かと言うと、自分の
利益をすり減らしてでも相手に与える。さっきはまだ利益がぶら下がっているのにそれ以
上、取ることに歯止めを掛けるという話をしたわけですが、今度は自分が持っているもの
を人に与えて自分の持っているものをすり減らすのです。利益という点だけで考えると、
どっちにしても、損を抱え込むということになります。 
それだけではなくて「しかし、そんなときに彼のバックの中に今の弁当箱の２倍もあり
そうな、もう一つの弁当箱を見つけたとしたらあなたはどんなふうに感じるか」というよ
うなことについても考えてみましょう。おそらく、まったく感謝の気持ちがなくなること
はなくても、幾分その程度は低くなるのではないのでしょうか。これも、よくよく考える
と、不思議なことです。自分が実際相手からもらった量そのものは、相手がたくさん持っ
ているということが後でわかったとしても、変わるはずはないのです。だから、本当はも
らった量だけに関して言うとそれが何も変化していないわけだから、感謝の気持ちもそこ
で変わらなくてもいいはずではないでしょうか。だけど、われわれは、他人がいったん「何
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だ、もっとすごくいっぱい持っているじゃないか」と思い始めると、つい「じゃあもっと
もらっておけばよかった」というように思ってしまう。これもある意味、人の感情の常と
言えるのかもしれません。これは自分と他者の利益のバランスをすごく敏感に感じるわれ
われの感情の性質を表していると思います。言いかえると、公平性とか公正性とか、そう
いうものに関係している。これに関連して、最後通牒（つうちょう）ゲームという実験に
ついても見ておきましょう。 
 相互に面識のない二人の人間に対して、あなたとあなたに合わせて１万円差し上げます。
コインを投げてその出方によって、一方が提案者に、もう一人が回答者になります。提案
者は二人の間の分配額をいくらにするかに１回だけ提案できます。例えば、私が 8,000 円
もらって、あなたには 2,000 円上げますなんて提案するわけです。回答者の役割はその提
案でいいかどうか、その提案をのむかのまないかを決めることです。もし、回答者がそれ
を受け容れれば、二人とも提案通りに、お金を手にすることができます。しかし、もし拒
否すれば、二人とも一円ももらえません。 
こういう条件設定で、実験は、もし、あなたが提案者ならば、分配額に対してどのよう
な提案をするかを問うのです。すごく冷やかに考えると、回答者からすれば、１円でもも
らったほうが得なわけですから、提案者が自分が 9,999 円で、あなた 1 円と言ったとして
も、特段、おかしくはないのかもしれません。しかし、自分に置き換えて考えると、われ
われはまずこういう提案はしないですよね。一般的には、だいたい五分五分になるような
提案をするのではないでしょうか。実際、世界各地で行われた調査の結果は、平均、総額
の 45%くらいの提案をするというようなことを示しています。 
おそらく、これは、回答者が、尐ない提案に対して腹を立てて、拒否されたらとんでも
ないと、提案者が考えるからだろうと思います。われわれは、人間が、単にもうかるかも
うからないかという点だけで動くわけではなく、自分と他人の利益のバランスに感情的に
強く反応して行動するということを心のどこかで知っているのでしょう。社会生活を営ん
でいく上で、やはりズルは嫌だ。やはりちゃんと公平に、われわれは自分がしたことに対
して相応の利益をもらいたいし、あるいは相応のことをしてもらったら、それに見合うだ
けのお返しをしたいというように感じる存在なのだと思います。だから、あまりにも自分
と他人との間に不当な格差があり、すごく不公平だったりすると、すごく憤りを感じる。
こういう感情の傾向をわれわれは現に持っている。こうした感情の働きは、頭で冷ややか
に考えた場合に、明らかに合理的な選択とはほど遠いわけです。経済学の視点からすれば、
１円でももらえればちゃんとした得。だけど人はあえてそれでよしとはしない。 
 あとは、こんなものも考えていいかもしれません。これは A 家と B 家は隣人同士、Ａ家
の庭にＢ家のイヌが侵入してたびたび庭を荒らす、ついには自慢の盆栽をむちゃくちゃに
してしまった。Ａ家はＢ家に弁証代として 10 万円を要求した。しかし、Ｂ家は、イヌのや
ったこととして取りあわない。Ａ家は裁判を考えるのだけれども、その費用が 10 万円かか
る。さて、あなたがＡ家の人だったら、こんなときどうするか。 
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どうしましょう？ これはもう度重なることです。１回や２回のことではない。ついに
は一番大切にしていた自分の盆栽がめちゃくちゃにされた。怒りは収まらない、裁判に訴
えてやるというように考えたけれども、そのときに 10 万円かかってしまう。弁証代として
新しく盆栽買ってというように考えても、もしかして裁判で仮に勝っても、弁証代 10 万円
もらえるとは限らない。そうすると明らかに裁判すると損する。 
 だけど、こういう状況でどうも人というのは、やはりあまりにもこれは不当だというよ
うに考えて、憤りが収まらなくなると、やはり憤りに従った行動を取ってしまうもののよ
うです。この場合の怒りは、確かに今ここでという点からすれば、もっと利益をすり減ら
すことにつながるわけで決して合理的はない。しかし、長い目で見れば、大きく偏った隣
人との利害のバランスを是正し、その後の隣人との関係をより良いものに調整していく働
きをしていると言えなくもないのではないでしょうか。 
 ちょっとこれなんかは、簡単にお話すると、４人の人に 100 万円あげる。100 万円あげ
て、そのうちの何円かを銀行に預けてくれたら、それを２倍にして 4 人全員に等しく分配
して返しますよと言う。例えば 4 人全員が 100 万円すべてを預ければ、その総額 400 万円
の 2 倍、800 万円を４等分にして返してくれる。つまり、1 人が 200 万のお金を手にするこ
とができる。こんなにおいしい話はありませんよね。しかし、これは実は自分では全然お
金を出さないで、もうけることもできるんですね。1 人は 100 万円を懐に抱え込んで自分で
は一銭もお金を出さずに、３人の人が 100 万円を出して、それが２倍になると 600 万円。
それでも４等分されるというのがルールだから、150 万ずつ４人の人に分け与えられる。 
100 万円出した 3 人は、150 万だから、持っていたもともとの 100 万より 50 万円分、もう
かることになります。だけど、一銭も出していない 1 人は、プラス 150 万で総額 250 万円、
手にしてしまう。何にも協力していない人が、自分よりいっぱいもうけを得られるという、
不公平がまかり通るような構造を持ったゲーム。 
 いろいろな人に、こういうゲームに参加してもらうと、実は比較的早い段階でこんなゲ
ームが嫌だといって、やめていく人が多いんですね。自分が実は損をしていなくてもやめ
ていく人がいる。明らかに何にも協力していない人がなぜもうかるの、自分より利益を得
るのはおかしいじゃない、と感じてその状況に耐えられなくなる。 
 実はこのゲームには続きがあって、協力しない人がいたら、その人に罰金を課すことが
できるという仕組みを導入する。しかし、罰金を課したからといって、その罰金は協力し
た人に分配されるわけではないし、それどころか、罰金の仕組みを作るために 1 人 1 人が
余計にお金を出さないといけない。明らかに損するわけです。だけど、罰を与えることが
できるようになると、ゲームをやり続けようとする人がすごく増えてくる。不公平に対す
る憤りがきっちりと罰を与えるということで報われるようになると、私たちはそういう状
況に安心して長くとどまろうとする。これも感情がなせるところと言えるかと思います。
どうやって人との関係をうまく保つことができるか、あるいは集団生活というものをちゃ
んと協力を維持した形で営んでいくことができるか。わわわれは、そこに常に多大な関心
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を払っており、いろいろな感情によって、それを実現している可能性が高い。 
 これはロバート・フランクという人の『オデッセウスの鎖』という本です。オデッセウ
スというのは、ギリシャ神話の英雄です。トロイの木馬というのを聞いたことがあるかも
しれませんが、それに関係したギリシャ神話の英雄。この人はある事情があって故郷に戻
れなくなって、いろいろなところを放浪して回る。船旅をする。船旅をしているときにそ
の海にはセイレーンという魔物が住んでいて、すごく美しい声で歌う。でも、その美しい
歌声に魅せられてそっちの方向に船を進めると、確実に難破する。そういう状況の中でオ
デッセウスという人は、どういうことをしたか。その乗組員の人たちの耳をろうでふさい
でから、オデッセウス自身は鎖で自分の体を船のマストにくくり付けた。 
 何が言いたいかと言うと、このフランクという人は、人のいろいろな感情をこのオデッ
セウスの鎖のようなものだと言うんですね。目の前にいろいろな利益がぶら下がっていて、
あるいはいろいろな誘惑があったとしても、あえてそれに飛びつかないように自分たちの
心を強く抑え込むような働きが感情にはある。ただ利己的に自分の利益だけを追求すると
いうことではなくて、やはり長い目で見れば、結果的に自分に回りまわってまた利益が返
ってくる。今は損をしょい込んででも、人にいろいろな協力をして、人にいろいろな思い
やりを示して、優しくしていると、回りまわって今度は自分が利益を与えてもらったり、
助けてもらったりすることができるかもしれない。 
 あるいは自分自身が直接的な被害者ではなくても、誰か不正を働いている人がいるとす
れば、その不正に対してすごく憤りを感じてその不正をやめさせるようにする。そして、
社会全体がうまく回っていくようにするような感情の仕組みがあるのかもしれない。実は
これは、最初に後半の冒頭にあげたアダム・スミスが考えてきたことそのものだと言って
もいいかもしれません。こういう感情に支えられながら、われわれは、社会性をすごく高
度に維持して実現しているところがあると思います。 
 そういうようなわけですが、ちょっとだけ、子どもの発達の話をさせていただきたいと
思います。先ほども申し上げたように、従来、子どもがちゃんと発達していくためには、
理性を強めて、感情をできるだけ減らしていくほうがいいのだというようなことが言われ
ていました。しかし、最近は、感情には、それ自体の中に、とても重要な知恵のようなも
のが潜んでいるのだから、感情をただ抑えつけて、それを管理するという方向ばかりには
目を向けるのではなくて、子どもにちゃんと本来感じるべきところで、喜びなり悲しみな
り恐れなり怒りなり、そういう感情というものをしっかり感じられるように促していくべ
きではないかというような考え方が徐々に広まってきているように思います。 
 よくキレルという言葉が使われます。若者がキレル、大人でもキレル。最近のはやり言
葉にキレルという言葉があることは皆さんよくご存じのとおりだと思います。キレルとい
うのは時々、怒りの病理だと言われることがありますが、実はそれは本来、怒れないこと
の病理と言うべきものかと思います。さすがにキレルという言葉そのものは使っていない
のですが、ソクラテス、プラトンと並んですごく有名なアリストテレスは、現代で言うと
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ころのキレルという現象について書いている。どういうことかと言うと、タイミングを間
違えて怒ったり、本来怒るべき人でない人に対して怒ったり、方法を間違えて怒ったりす
ると、確かにその怒りは、役に立つことはまずない。ただ、逆に言えば、ちゃんと怒るべ
きタイミングで怒る、八つ当たりしないで怒るべき対象に対して怒る、言葉でちゃんと抗
議するなど、適切な方法を取って怒る。こうした怒りは、われわれの日常生活に不可欠な
はずだということをアリストテレスは言っているんですね。怒ること自体は悪いことでは
ない。 
 確かに大人の側からすれば、キレル子どもにさせたくない。キレル若者に育って欲しく
ない。それで、キレさせないように、キレさせないようにしようと、言い換えれば、子ど
もが極力、怒らないで済むようにしようと、大人の気持ちはそっちのほうに向きがちにな
る。だけど実は、これは逆効果かもしれない。キレさせまいと、腫れ物をさわるような対
応ばかりして、子どもが怒りという感情をあまり経験しなくなると、かえって正当に怒る
力が身につかず、結果としてキレやすい子どもを作ってしまうことになる。 
 ここにちょっとすごく細かい字で書いたのですが、大人にとって重要なことは、子ども
に不快なフラストレーションやストレスを経験させまいと躍起になることではなくて、子
どもが嫌な思いをしないように、子どもが怒ったりしないようにというように、そのこと
ばかりに気持ちを向けることではなくて、むしろ子どもが日常的にごく当たり前のいろい
ろなストレスを経験して、そこから、時に周りの人の手も借りながら、自分で何とか抜け
出るということをちゃんと経験させてあげることかもしれないのです。ストレス状況に遭
遇して、そしてさまざまな感情を経験し、その中で感情に潜んでいる働きをしっかり体感
できるようにしてあげる。 
 そして、大人は子どもがストレスやネガティブな感情を経験したときに、確実な避難所
になってあげる。子どもが何か弱って、感情的にまいっているときには、それを受け止め
て慰め、再び、元気を与えて遊びに送り出してあげられるような安全の基地になることが
大切だと言えます。その子ども自身ではなかなか持て余してしまっているような感情をう
まく大人が調節してあげる。そうされる中で、子どもは、どうやったら自分の感情をうま
く調整することができるのか、その方法をしっかりと学び取る。 
 重要なことは、ちゃんとそういう感情を経験させた上で、その感情を調節しましょうと
いうことかと思います。嫌な感情を経験させまいとすることではなく、子どもはそういう
感情を経験するものなんだから、それらをしっかりと経験させた上で、そこから立ち直る
ということを確実にさせてあげる。そういうことからすれば、子どもがキレたときこそが、
感情に潜む知恵や感情の調整の仕方の絶好の学習の機会と言えるのかもしれません。 
 子どものすごく子どもじみた感情。それこそ、子どもはタイミングを間違えた、対象を
間違えた、方法を間違えた怒り方をいっぱいするわけです。その時に、大人がそれにつき
あってあげることができるのか。それが重要だと思います。子どもが大きくなればなるほ
ど感情が暴発したときには大変になるわけですので、子どもができるだけ幼いときに、し
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っかりと子どもだけではもてあましてしまうような感情をちゃんと受け止めて、ちゃんと
調節してあげる、それが大切なんじゃないかなと思います。 
 
 ちょっと時間をオーバーしてしまいましたが、今日は人間というのは本来社会的な生物
ですよ、それによってこんなに適応してきたところがあるんですよ、そしてその社会性と
いうものを、感情というものが支えている可能性があるんですよという話をいろいろとし
てきました。だから、感情というものを、ただ無理に抑えつけるということではなくて、
その感情に潜んである知恵のようなものをちゃんとうまく使えるようになっていくという
ことが、もしかしたら子どもの発達においては一番重要かもしれないし、そういうように
導いてあげることが、大人にとっては大切な役割かもしれない、なんて話をしてきたわけ
です。子どもの子どもじみた感情、本当に子どもはいろいろな形で感情的に暴発します。
だけど、それをなくそうなくそうという、抑えつけようということではなくて、そのとき
自体がとても重要な感情の学習の機会というようにとらえる。それに真摯（しんし）に向
き合ってあげるということが大切なのではないか、そんなことが最近の発達心理学では議
論されています。ちょっと 15 分ほどオーバーになってしまいましたが、本日の話はここで
おしまいにさせていただきたいと思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手） 
